
ねらい

薬と生体の相互作用に関する知識を修得し、薬物治療の基本原理を理解する。また、医薬品開発の現状について学ぶ。

学修目標

１． 生体における薬物ターゲットと作用発現のメカニズムを説明できる。(Ⅱ-1 )

２． 薬物の体内動態とそれに影響を与える要因について説明できる。(Ⅱ-6 )

３． 薬物の有害反応について例をあげて説明できる。(Ⅱ-6 )

４． 医薬品開発の現状と問題点を説明できる。(Ⅱ-12 )

５. 薬物治療の基本原理を主な疾患について説明できる。(Ⅱ-6 )

事前事後学習の方法

１． シラバスに記載されている授業項目について、参考書などで事前に予習しておくこと。

２． 配布された講義資料を参考にして講義内容の復習をすること。

成績評価方法・基準

１． 復習テスト、レポート、講義ごとの小テストなどの結果および受講態度に基づき総合的に判断する。

２． A、B、C、D、Fの５段階評価とし、Fを不合格とする。

○ 教　科　書

田中千賀子、加藤隆一　編　「New 薬理学 」　（南江堂）　第8版　　　

○ 参　考　書

Laurence Brunton, Bruce Chabner, Bjorn Knollman, “Goodman & Gilman's The Pharmacological Basis of Therapeutics”

13th Edition  (McGraw-Hill)

笹栗俊之、宮田篤郎　編　「ベッドサイドの薬理学」　（丸善出版）

講義：２３０１講義室

実習：２２０４実験室、２２０５講義室　

第１層 第２層 第３層 第４層

R7.9.11 木 1・2 総論①薬理学・臨床薬理学とは（小テスト） CS 02 04 02 高橋　富美

9.11 木 3・4 総論②臨床薬効評価・医薬品開発（小テスト）
RE
SO

05
02

02
02

01
05

高橋　富美

9.12 金 1～4 総論③薬物の体内動態（小テスト） CS 02 04 02,04 有岡　将基

9.18 木 1～4 総論④薬物の作用機序（小テスト）
PS
CS

01
02

03
04

31,32
04,09

高橋　富美

9.25 木 1～4 総論⑤薬物反応の個体差（小テスト）
GE
PS
CS

01
01
02

01
04
04

07
04
05

高橋　富美

薬理学

【Pharmacology】
担当責任者　教授 （薬理学）　高橋　富美　　

　　　　コンピューター実習室（大）

年月日 曜日 時限 授　　　業　　　項　　　目　　（　内　　容　）
コアカリ項目

担　　当　　者
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ねらい 　疾患の原因や発生機序と共に、侵された臓器や組織に生じる形態学的変化や機能傷害を理解する。病理学の研究手法の基

本は形態学的観察であり、病理解剖学や病理組織学に加え組織化学や免疫組織化学、電子顕微鏡観察、分子病理学などを統

合して、様々な病変に見られる特徴を把握し、身体に及ぼす影響についても理解することで、疾患の概念や関連する知識を包括

的に習得する。

学修目標

１． 基礎病理学においては、医学全般で用いられる基本的学術用語を習得し、病気の成立に関する生物科学的基本原則を体系的

に説明することができる。（Ⅱ-1，Ⅱ-3，Ⅱ-5，Ⅱ-6）

２． 病理学実習においては、剖検や生検、切除材料にみられる肉眼的あるいは組織学的所見を自らの眼で把握し、臓器・組織の病

理学的変化を理解して詳述することができる。（Ⅱ-1，Ⅱ-3，Ⅱ-5，Ⅱ-6）

事前事後学習の方法

１． シラバスに記載されている授業項目について、参考書などを利用して事前に学習しておくこと。

２． 配布された講義資料や参考書などにより講義内容の復習をすること。

成績評価方法・基準

１． 筆記・実習試験、小テスト、レポート等を総合的に評価する。

２． 100点満点換算し、A、B、C、D、Fの5段階評価とする。

３． 試験の出題範囲は以下の通りとする。

1) 第1病理学: 退行性病変、腫瘍、組織診と細胞診　2)第2病理学: 炎症、循環障害、感染症

各担当講座別に試験等を実施する。

○ 教　科　書

特に指定しない。

○ 参　考　書

北川昌伸監修、仁木利郎・小田義直編、「標準病理学　第7版」　2023年、医学書院

小田義直、坂元亨宇、深山正久、松野吉宏、森永正二郎、森谷卓也編、「組織病理アトラス 第6版」　2015年、文光堂

青笹克之編「解明　病理学-病気のメカニズムを解く-第4版」 2021年、医歯薬出版株式会社

豊國伸哉、高橋雅英監訳、「ロビンス基礎病理学原書10版」　2018年、丸善

吉野正、小田義直、坂元亨宇、森井英一編、「カラーアトラス病理組織の見方と鑑別診断 第7版」　2020年、医歯薬出版　

基礎病理学

担当責任者　教　授 （第1病理学）　久岡　正典

【Basic Pathology】

教　授 （第2病理学）　中山　敏幸

講義：２３０１講義室

実習：２２０４実験室、２２０５講義室　

第１層 第２層 第３層 第４層

　　　　コンピューター実習室（大）

年月日 曜日 時限 授　　　業　　　項　　　目　　（　内　　容　）
コアカリ項目

担　　当　　者

10.2 木 1～4 総論⑥薬物有害反応／薬物相互作用（小テスト）
PS
CS

01
02

03
04

33
04,06,

08
有岡　将基

10.10 金 1～4 総論⑦生理活性物質と薬理作用（小テスト） PS 01 02
04,05,

06
石兼　真

10.1７ 金 1・2 総論復習テスト＆解説 全教員

10.17 金 3・4 薬物処方の実際 CS 02 04
03,04,

05
植木　哲也

10.30 木 1～4 各論：中枢神経薬理①催眠・鎮静・鎮痛薬（小テスト）
PS
CS

02
02

17
04

04
12

上野　晋

11.6 木 1～4 各論：中枢神経薬理②パーキンソン病薬・抗てんかん薬（小テスト） PS 02 17 04 上野　晋

11.7 金 1～4 各論：中枢神経薬理③麻酔（小テスト）/治験の実際 CS 02 04 31,32 吉原　達也（学外）

11.11 火 5～10 実習①（レポート）
RE
SO

05
02

02
02

01
05

全教員

11.13 木 1～4 各論：中枢神経薬理④抗精神病薬・抗うつ薬・抗不安薬（小テスト） PS 02 17 04 上野　晋

11.14 金 1・2 各論：循環器薬理①降圧薬（小テスト） PS 02 06 04 石兼　真

11.14 金 3・4 各論：循環器薬理②抗狭心症薬／血液・造血器薬理（小テスト） PS 02
06
02

04
04

高橋　富美

11.18 火 5～10 実習②（レポート） PS 02 17 04 全教員

11.20 木 1～4 各論：循環器薬理③心不全治療薬／抗不整脈薬（小テスト） PS 02 06 04 石兼　真

11.25 火 5～10 実習③（レポート） PS 02 06 04 全教員

11.28 金 1・2 各論前半復習テスト＆解説 全教員

11.28 金 3・4 各論：免疫・アレルギー薬理（小テスト）
PS 03 02 04

高橋　富美

12.4 木 3・4 各論：炎症薬理（小テスト）
PS
CS

01
02

04
04

15
13

高橋　富美

12.5 金 1～4 各論：消化器・泌尿器・生殖器薬理（小テスト） PS 02
08
09
10

04
04
04

石兼　真

12.9 火 5～10 実習④（レポート） CS
01
02

01
04

01-03
04

柳田　俊彦（学外）

12.11 木 1・2 各論：呼吸器薬理（小テスト） PS 02 07 04 高橋　富美

12.11 木 3・4 各論：化学療法薬①（小テスト）
PS
CS

03
02

04
04

25
10,13

有岡　将基

12.12 金 1～4 各論：化学療法薬②（小テスト）
PS
PS
CS

01
03
02

03
03
04

14,15
04
11

有岡　将基

12.18 木 1・2 各論：内分泌・代謝薬理①脂質・プリン・骨代謝（小テスト） PS 02 14 04 有岡　将基

12.18 木 3・4 各論：内分泌・代謝薬理②糖尿病治療薬（小テスト） PS 02 14 04 石兼　真

12.19 金 5～8 特別講義 上園　保仁（学外）

R8.1.15 木 2・3 総復習テスト＆解説 全教員
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